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Summary

　We 　investigated　the　effects 　of 　shoot 　management 　combined 　with 　1st− node 　pruning　aftel　harvest　in　summer 　and

5（7）th
−
node 　pruning　in　winter 　on　growth　and 　yield　of　the　

‘Muscat　of 　Alexandria’grape　in　forcing　 culture

beginning　in　December ．
1．The　treatment　of 　post

−harvest　summer 　pruning　alone 　in　soil−tess　cultures　of　grapevine　resulted 　in　earlier 　bud
break　and 　increased　numbers 　of 　flower　cluste 正s　and 　yield，　compared 　to　traditional　pruning　pTocedure．　However ，

there　weTe 　no 　significant 　differences　in　the　growth　of 　shoots ，　timing　of 　flowering，　leaf　color 　intensity，　and 　fruit

quality．
2．The　effects 　of 　the　combination 　of 　thc　lst− node 　summer 　pruning　and 　lst− node 　or　5th− node 　winter 　pruning　on
the　growth ，

　fruit　qualjty　and 　yield　of　soil−less　cultures　of
‘Muscat　of 　AlexandTia’were ¢ xamined ．　The　5th− node

pruning　following　summer 　pruning　encouraged 　earlier 　bud　break　and 且owering 　than　lst− node 　pruning．　The　sth−

node 　tleatment　augmented 　 shoot 　growth ，
1eaf　cobr 　intensity

，
　the　numbeT 　of　flower　clusters　and 　the　fruit　yield，

comparcd 　with 　lst− node 　pruning．　No 　difference　i口 fruit　quality　was 　observed 　between　the　two 　treatments ．
3．Even　when 　the　grapevines　were 　grown　on　soil，　the　treatment　of 　5（7）th

−
node 　winter 　pruning　combined 　with 　the

summer 　pruIling　enhanced 　the　growth　 of 　shoots
，　 and 　increased　the　number 　of　flower　clusters　alld　the　yield，

compared 　with 　the　lst− node 　winter 　pruning，

　These　results 　confirm 　the　positive　offects 　of 　lst− node 　pruning　in　summcr 　and 　5（7）th
−
node 　pruning　in　 winter ，

on 　the　glowth　and 　yie【d　of
‘Muscat 　of 　Alexandria’grapevines　regardless 　of 　whether 　they　are 　grown　in　soiHess

culture 　or 　on 　 soil 　in　forced　 culture ．
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緒　　言

　岡山県 に お け る ブ ドウ
t

マ ス カ ッ ト・オ ブ ・ア レキ サ ン

ドリア
’
（以下 ア レ キ ）の 12月加温作型 で は，発芽 の 不揃

い や遅延，新梢伸長 の 停滞，花穂 の 退化な どの 生育不良

が発生 しや す く，生産上 の 大 き な 障害と な っ て い る，早

期加温栽培に おけ る ブ ドウ の 生育不良要因に つ い て は，樹

体 の 栄養不 足，休眠覚醒 の不足，発芽期前後の 温度環境

な と
’
多 くの 報告 が あ る （三 宅 ら，1979；相 田 ら，1980；

山本 ・高橋 ，
1981；高木 ・

田村，1987 ）．特に，地下部 の

温度不足と生育不良 との関係は詳 しく検討さ れ，地下部

2002年 5月 24 日　受付．2002年 10月 3 日　受理，
’Corresponding　author ．
”St岡山県勝英農業改良普及 セ ン ター

本研究の
一
部は平成 13年度園芸学 会秋季大会 で 発表 した．

加温 の 有効性が報告さ れ て い る （久保 田 ら， 1984）．ま

た ，炭酸ガ ス 施用 や 電照処理 が ブ ドウ の 早期加温や二 期

作栽培 に お い て 生育促進 に 有効 で あ る こ とが 知 ら れ て お

り（小野 ら，1993），ア レ キ農家の
一

部で も導入 され て い

る．しか し，地下部加温 炭酸 ガ ス 施用お よ び電照処理

は，い ず れ も導入 コ ス トが高 く，

一
般的に採用 され る に

は 至 っ て い な い ，

　岡山県 に おけるア レ キ栽培で は 1芽 （節 ）な い し基底芽

（節 ）で せ ん 定す る 短梢せ ん 定が行わ れ て い る．しか し，

ブ ドウで は
一

般 に 基部近 くの 芽の休眠が深い た め に （堀内

ら，1981），休眠の覚醒 が不十分な時期か ら加温を開始す

る作型 で は ，基部節で せ ん 定す る こ とが 発芽後 の 新梢生

長 の 停滞を助長 して い る とも考え ら れ る．従 っ て ，高位

節 （5〜7節）で せん定すれば，早期加温栽培の 生育が改善

さ れ る もの と期待さ れ る，しか し，ア レ キ栽培 で
一

般的
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第 1図　ユ2月加温作型ア レ キに おけ る枝 管理体系

　　 A ：夏季せ ん 定
一
冬季5 節せ ん 定 区，B ：夏 季せ ん 定

一
冬季 1節せ ん 定 区，　 C ：慣行区（短梢 せん定 ）

に採用 され て い る短梢せ ん定・平行整枝に おい て，5−−7節

で せ ん 定すれ ば，結果部位が亜主枝よ り遠 ざか り，長期

間樹形を
一

定 に 保 て な い た め，高位節せ ん定 の 適用が 困

難で あ っ た．

　一方，武井ら （1996）は，長梢せ ん定で 栽培 して い る ブ

ドウ
‘
巨峰

’
，

‘
デ ラ ウ ェ ア

’
などの 早期加温作型 に お い て，

収穫後 6月に 夏季せん定を行 っ て，結果母枝を作り直 し，

冬季 に 再 せ ん定す る方法 （二 度切り）に より，早期加温作

型 に お け る樹勢を強め る こ とが で き，作柄 が 安定す る と

して い る．

　著者 ら は， 12月加温作型 ア レ キ に お い て も，夏季 に

1・・2節 で せ ん 定すれ ば，短梢せ ん定・平行整枝で あ っ て も，

樹形 を乱さず に 冬季 の 5〜7節せ ん 定が可能とな り，生育

の改善が期待で き る と考え た．

　そ こで ，夏季の 1節せ ん 定 と冬季 の 5〜7節せ ん定と を

組 み合わ せ た 枝管理 （二 度切 り）が 12月加温作型 ア レ キ

の生育促進 と果実の 生産安定 に 有効か否か を検討 した．

第 1表 試験区の 概要

夏季せん 定

　 　 　 節
月／日
　 　 　 位

冬季せ ん 定

試 験区 　 　 　 節
月佃
　 　 　 位

　　夏季せ ん 定

実 　 一冬季 5節
験 　 夏季せ ん定

1　 一冬季 1節

　　　 慣 行

6／9　　 1

6／9　 　 1

12／9　　 5

12／9　　 1

12／9　 　 1

実

験
・・一・…

2

節

節

7
　
1

6／9　 　 1

6／9　　 1

12／9　　 7
12／9　　 1

材 料 お よ び 方 法

節

節

5

工

6／23　　　　　1　　　　　　　　12／7　　　　5
6／23　　　　　王　　　　　　　12／7　　　　1

　岡山県農業総合セ ン タ ー農業試験場内 の ガ ラ ス 室 で ，養

液栽培して い る ア レキ （1樹約 4．6m’
）および地植えの ア レ

キ （1樹 20   ）を 用 い て 試験を行 っ た ．

実 験 1，養 液 栽 培 樹 に よ る 二 度 切 り栽 培

　パ ーラ イ ト培地を用 い た 循環式養液栽培 （田村 ら，

1997）の 8年生 の ア レ キ 9樹 （樹勢 は い ず れ も中庸 ）を供

試 して ，夏季せ ん 定 と異 な る節位で の 冬季せ ん定とを組

み合わせ た 3区 （1区当た り3樹 ）を設定 した （第 1表）．

な お，夏季せ ん 定 は
，

1999年 5月 に 12月加温作型 の果実

を収穫後，6月 9 日に 行 っ た．せ ん定処理区別 の 枝管理体

系を第 1図 に 示す，

　夏季せ ん 定処理区で は ，せ ん 定直後に シ ア ナ ミ ド 1％液

を切 り口 に 塗布 して 発芽を促進した，再生 した新梢長が

概ね 1m を超 えた 7月 12 日に ほ ぼ 1m の 位置 で 摘心 し，

そ の 後再伸長 した 副梢は 伸長を抑え るた め t 葉 1枚を残 し

実験 1 ： 1999 年，樹冠面積 4．6   の 養液栽培樹，8年生

実験 21 ガ ラ ス 室 栽培 した樹 冠 面 積 20   の 11年 生樹，
　　 1999 年 （上段 ）は樹 内処理 ，2000年 （下段） は

　 　 樹別 処 理 と した

て 再摘心 した．慣行 区で は 7月以降再伸長 した副梢は適

宜摘心 し，再伸長 して くる 枝 の 先端は 棚下 に 下垂させ た．

再伸長枝お よ び副梢 の 花穂 は すべ て 摘 除 した ．調査樹は

一文字整枝と し，1樹当た り約 20本 の 新梢 を配置 した 、

樹冠 は 幅 1．7 × 主枝長 2．7m と した．

　 1999年 12月 14日 か ら 5葉展葉期まで最低夜温 25 ℃ ，

以後開花期まで 22℃，開花期以後 5月 20 日まで 20 ℃ を

目標 と して加温栽培し，発芽期以後，発芽，新梢 の 生育，

葉色，花穂数，果実品質お よ び収量を調査 した ．

　発芽は，全結果母枝 に っ い て 調査 した ．芽が膨 らんで

繊毛 の 間 か ら幼葉 の 緑 が わ ずか に 確認 で き た 日を 発芽日

とし，各結果母枝 の 最初 に 発芽 した芽の 発芽 日の 平均を

そ の 樹 の 平均発芽日 とした．新梢生長の 調査 に 当た っ て

は ，
1樹当た り4新梢を選 び，新梢 お よ び 副梢の 長 さ を 1

月 12 日から 2月 17日 まで 経時的 に測定 した．葉色は，新

梢長を調査 した 枝 の 第 5葉 に つ い て ，1葉当た り 3か所を

葉緑素計 （ミノ ル タ社製 SPAD −502）で 測定 し，そ の 平均

を新梢の葉色値と した ，また，満開時に十分 に 発達 した

長さ 10以上 の 花穂 （以下正 常花穂 ）をす ぺ て 数え，1樹当
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た りの 新梢数 と樹冠面積か ら新梢当た り花穂数お よ び樹

冠面積当 た り花穂数を算出した ．従 っ て，開花以前に は

摘穂せず花穂数を調査後 ， 慣行に従い適宜摘穂 した．果

粒軟化期 （ア レ キ で は Brixが約 9．o に 到達 し た 時期 ）に ，

上記 4新梢 に 着生 した す べ て の 葉の 幅を測定 し，別 に求め

た葉幅と葉面積の 関係式か ら葉面積を推定した （式
一1）．

　LA ＝ 25 −0．998 ・w ＋0．702 ・w2 ＿式一1

　（LA ：葉面積 cm2 ，
　 w ：葉幅 cm ）

　果実糖 度，果粒重 は ，1樹当た り 4果房 に つ い て 調査

し，収量 と房数 は，1樹当た りの 全量を計測 し，平均果房

重 は 1樹当た りの収量を房数で除 して 推定 した．

実 験 2．地 植 え の 成 木 に お け る 二 度 切 リ栽 培

　供試樹 は ll年生 の ア レキ 4樹 で ，樹勢は や や 弱 く，12

月加温作型で は生育不良とな りやす い 樹を用 い た，供試

樹の 樹冠面積は約 20   で，占有面積 5m 〜
の 亜主枝 4本を

1．8m 間隔で 平行 に 整枝 した．各亜主枝の 勢力は ほ ぼ 同等

で ，1亜主枝 当 た り約 20本の 結果母枝を配置 した．

　実験は，1999年 12月 か ら 2000年 5月収穫お よ び 2000

年 12月か ら 2001年 5月収穫まで 12月加温作型 の 2方法

で 実施 した．1999年は，1樹内の 2亜主枝に 1節せ ん定，

残 り の 2 亜主枝に 7節せ ん 定の 2水準 を設定 した （第 1

表 ）．な お， 1節区 と 7節区の 亜主枝 は 1本の 樹 の 中で 交

互 に な る よ うに 配置 した．2000年は，試験 区を樹単位と

し，1節区 2樹，5節区 2樹 の 2水準と した （第 1表 ）．

　両年 と も，夏季 せ ん 定直後 に 発芽を促進す る た め シ ア

10080

§ 60

：恥 4020

　 　 o

　　　 l4　 16　 18　 20　 22　 24　 26　 28　 30 　（日）

　　　　　　　　　 加 温 後 日数

第2 図　夏季せ ん 定 と異 な る節位 で の 冬季せ ん 定 との 組み 合わ せ

　　 が 12月加温作型 ア レ キの 発芽 に及 ぼす影響

ナ ミ ド1％液をせ ん定切 り口 に 処理 した，夏季 の 枝管理，

花穂 の 扱い は夏季 せ ん 定 区，慣行区 ともに 実験 1に 準 じ

た．冬季せ ん定は 1999年が 12月 9 日，2000年が 12月 7

日，加温開始 は 1999 年 が 12月 14 日，2000 年が 12月 11

日，加温終了は 1999年が 5月 20日，2000年が 5月 11日

とした．加温開始後の 温度管理は実験 1に 準 じた．両年

と も展葉期以後の 温度管理 は 岡山県の 12月加温作型 の 慣

行温度管理を 目標 とした が，実際 に は 1’−2℃低め とな っ

た．

　発芽期以後 ， 発芽 ， 新梢 の 生育，葉色，花穂数，果実

品質および収量 を調査 した．調査方法は実験 1に準 じた

が、調査 した 新梢数 は 1樹 当 た り 8本 と した ．

結　 果

実 験 L 養 液栽 培 樹 に よ る 二 度 切 リ栽 培

　夏季せ ん定 した 区で は，夏季 せ ん 定約 20 日後 の 6月下

旬か ら再発芽が始ま っ た．その 後，7月中旬 に摘心 したた

め，再伸長 した新梢 は 8月上旬に ， 副梢は 8月中旬に伸長

を停止 した，一
方 ， 夏季せん定 しな か っ た慣行区で は，6

月中旬 に は副梢が再伸長を始め，7月下旬ま で お う盛 に 伸

長 した，再伸長 し た副梢は，先端を適宜摘心 し，棚下 に

下垂 させ た が，8月下旬ま で伸長が続 い た た め，結果母枝

は 二次肥大 して 裂皮 し た （デ ータ 省略 ）．

　12月加温 に おける発芽を観察 した と こ ろ，夏季せ ん 定

一冬季 5 節区 （以下冬季 5節区 ）の 発芽が最 も早 く，夏季

120100G803
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　　 せ が 12月加温作型ア レ キの 副梢長に及ぼ す影響
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第5 図　夏季せ ん 定 と異 な る節位 で の 冬季 せ ん 定 との 組 み合 わ

　　 せが 12月加温作型 ア レ キ の 葉色に 及 ぼ す影響
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第2 表　夏季 せ ん 定 と異 な る 節位で の 冬季せ ん 定 との 組 み 合わ せ が 12月加温作型 ア レ キの 花穂数 ，葉色 お よび新

　　 梢 当た り葉面積に及ぼ す影響

満 開 日 軟化 日
z

せ ん 定法
（月 ／日｝

花穂数

（／枝）
葉色値

v 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葉面積
（月／目〉　　 葉色値
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （cm2／枝）

夏季琶ん定
L

冬季5節　 　 2／5．O

醜 ん定」冬季1節　　2／8．0

慣 行 2／9．0

1．76a”

1，38b1

．13：

43．340

．640

．6

4f4．64

／6．64

／7．O

47，747

．646

，8

669561235857

Zbrix9 ．　O到 達目

T
ミノ ル タ社 製葉色計 （SPAD）指示値

x異 なる 添字ア ル フ ァ ベ ッ トは 5 ％ 水 準 で有意で ある こ とを示す

第 3 表　夏季せ ん定 と異な る節位で の 冬季せ ん 定 との 組み 合わ せが 12月加温作型 ア レ キの 果実 品質 およ び収量 に

　 　 及 ぼす影 響

せ ん 定 法
果房 重

（9）

果 粒重

（9）

糖度

（brix）

収量

（kg／  ）

夏季せん定r 冬季5節　　　 521aZ

夏靴 ん定一暦 1節 　　　　　465ab

慣 行 409c

10，110

．29

．4

19．118

．017

．8

L44aL25b1

，04c
z
異な る添字 ア ル フ ァ ベ ッ トは5％水準で 有意で あ る こ とを示す

第 4 表　異 な る節位で の 冬季 せん 定が発芽率，花穂数，果実品質およ び収量に及ぼす影響

　 　 　 　 　 　 　 　 　 発 芽率　 　 発芽日
試 験年 せ ん 定節位
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ea　 　 （月畑 ）

開花日

（月／日）

花穂数　　花穂数　 果粒 重　　糖度　　果房重　　収量

orni＞　　　 q枝）　 （9 ）　　（brix）　 （9 ）　 （kg／  ）

1999 7 91，9az　　　l／18，4b　　　2〆廴4．6　　　　4．45a　　　正，14a　　　lO．2b　　　l8，3　　　　506a　　　l．63a

1 76，王b　　　l／20，0a　　　2〆17．5　　　　2，24b　　　O．53b　　　lO．7a　　　l8．0　　　　463b　　　O．90b

  5 1／15，5　　　　2／14．0　　　　5，51a　　　l．42a　　　　9．419 ，2　　　531　　　1．89a

1 1／20，Q　　　2／15，0　　　3．75b　　　O．88b　　　9．320 ．0　　　 451　　　1．43b

冗

異な る 添 字ア ル フ ァ
ベ

ッ トは 5 ％水 準で 有意で あ る こ とを示す

実験材料は 地 植 え 11年 生ア レ キ ，12 月加 温 作型

果実の 調査時期は 2000 年 5月お よ び 2001 年 5 月

せ ん 定
一
冬季 1節区 （以下冬季 1節区）が こ れ に次ぎ，慣

行区が最 も遅れた （第 2図）．加温開始約 30 日ご ろに は冬

季 5節区と冬季 1節区の 発芽率はほぼ同 じ 95％ 程度で あ

っ た．慣行区 で は，最終発芽率 の 平均値 は 上記 2区 と大差

無か っ た が，発芽 の そ ろ い は悪 く， 著 し く遅 れた芽 もあ

っ た ．

　新梢の 伸長量 は，発芽後 2週間 ご ろ ま で は冬季 5節区 が

冬季 1節区お よ び慣行区より大 きか っ た （第 3図 ）．しか

し，冬季 1 節区 と慣行区 との 間に は差が認め ら れなか っ

た ．い ず れ の 区も開花前 に 摘 心 した の で ，開花期 （2 月

5〜9 日 ）に は新梢長は ほ ぼ 同 じとな っ た （第 3図 ），副梢長

は，調査期間を 通 して 冬季 5節区 が大きく，冬季 1節区と

慣行区は，ほ ぼ 同 じで あ っ た （第 4図 ）．

　満開日は冬季 5節区が最も早 く，果粒軟化 日も同 じ傾向

で あ っ た （第 2表 ），

　第 5葉 の 葉色推移をみる と，発芽 1−2週間後ご ろ ま で

冬季 5節区の 葉色 が早 く濃 くな っ た （第 5 図 ）．開花期以

後に は そ の差は小さ くな っ た もの の ， 各区の 満開時 で の

比較 で も，冬季 5節区の葉色が濃か っ た （第 2表 ）．

満開時 に おける正 常花穂数は，冬季 5節区が最 も多く，冬

季 1節区が こ れに次ぎ，慣行区が少な か っ た．果粒軟化時

の 新梢当 た り の 葉面積を比べ る と，冬季 5節区が大き く，

慣行区が小 さ い 傾向が 認 め られ た （第 2表 ），

　成熟果実 の 果粒重 と糖度 に つ い て は，区間差 は 明 らか

で な か っ た ．しか し，果房重 と収量 は冬季 5節区 で 優れ，

慣行区で 劣 っ た （第 3表）．

　実験 2，地植え の 成木に おけ る 二 度切 り栽培

11年生 ア レキ の 成木を用 い た試験 に お い て も，冬季せ ん

定 の 5節区 お よ び 7節区 は 1節区に比べ て，発芽 と開花が

早 く，花穂長 10cm 以上の 正 常花穂数が 多か っ た （第 4
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表 〉新梢の 伸長 と生育初期 の 葉色 も 5節区および 7節区

が優れた，

　成熟果実 の 果粒重 は，1999 年に は ユ節区が 7節区に 比

べ て 大 き か っ た が ，2000年に は 差 は認 め ら れ な か っ た，

果実糖度は，両年 と もせ ん定節位 に よ る差は 認 め られな

か っ た．両年と も，7節区あ るい は 5節区 は ，1節区に 比

べ て 果房 が大き く，収量 も多 か っ た （第 4表 ）．

考　　察

　 ブ ドウ の 「二 度切 り」栽培は ，福岡県の
‘
巨峰 の 早期

加温作型 で 最初 に 試み られ 1 武井ら（1996）が，長梢 せ ん

定 の
‘
デ ラ ウ ェ ア

’
，
‘
巨峰 な どの 早期加温作型 に お い て

生育改善 に 有効 で あ る と報告 して い る．しか し，短梢せ

ん定栽培ア レキ で の 有効性は報告さ れ て い な い ，

　養液栽培 ア レ キ を 用 い た実験に お い て ，夏季せ ん 定 と

冬季 5節せ ん 定を組み合わ せ た 区で は，発芽お よ び開花の

時期や新梢伸長およ び葉色の上昇が早 く，花穂数が多 く，

成熟果実の 果房が大 き く，収量 が増加す る こ と が 明 ら か

と な っ た，しか し，成熟果実の 果粒重お よ び糖度 に は，差

が 認 め られ な か っ た，

　当初，果実を収穫後夏季に 結果枝を 1節で切 り返 しせ ん

定す ると，す で に形成され た新梢に蓄え られた養分を切

り捨 て る こ とに なる の で，次作 の 新梢生長 に 悪影響が で

る の で は な い か と考え られ た ．と こ ろ が，本実験結果が

示す ように ， 夏季せ ん定一冬季 1節区は，慣行区と比べ て

新梢の 伸長，開花 の 早晩お よ び葉色に 大差が な い もの の ，

慣行区よ り発芽が早 く，新梢当 た りの 正常花穂数 と収量

は と もに 多か っ た．こ の こ と か ら，夏季せ ん 定は，次作

の 早期加温 に おける初期生長 の 促進 に は そ れ ほ ど大 きな

効果がな い もの の 悪影響は 全 く認め られ ず ， む しろ収量

増加 に は有効 と判断 された．

　次に ，冬季せ ん 定時の せ ん 定節 （芽）の位置 が そ の 後新

梢生長と果実生産力に及ぼす影響に つ い て考察す る、養

液栽培ア レ キ に つ い て ，夏季せ ん定一冬季 5節区と夏季せ

ん 定一冬季 1節区の 生育を比較す る と，冬季 5節区 は，発

芽，開花が 明 らか に 早 く，新梢伸長が 促進さ れる と と も

に ，正 常花穂数 収量 も多か っ た ，さ らに ，地植え の 成

木を用 い た実験 に お い て も，1節せ ん 定 に 比 べ て 冬季 5・−7

節せ ん定の 生育が 促進さ れ，正 常花穂数 と収量が多か っ

た．こ の こ と か ら，冬季せ ん定時 に 高位節で せ ん 定す る

方 が，新梢 の 初期生 長を促進す る だ けで な く花穂退化防

止に も有効で，増収効果があると判断された，

　ブ ドウ で は 結果母枝 の 基部 3−−4節 ま で は花穂 の 分化 ・発

達が 劣る と さ れて い る （田野 ・塩原，1953 ；小林，1975 ；

Lavee ら，1981）．本実験で も，1節せ ん定よ りも 5”−7節

せ ん 定 で 正 常花穂数 が 多か っ た こ と か ら，ア レキ に お い

て も結果母枝の 節位と果穂 の 発達と の間に 同様の 関係が

あ る と考え られ た，さ ら に，Laveeら （1981）は結果母枝

が 肥大 しす ぎ る と主芽の 枯死 が増加 し，花穂 が 減少す る

と報告 して い る．慣行枝管理 の ア レ キ 12月加温作型 で は，
一

般に収穫後の 二次伸長が盛ん で結果母枝が 二次肥大す

る こ とが多 い ，と こ ろ が，夏季せ ん定 で は，再伸長 した

結果母枝は ほ と ん ど二 次肥大 しな か っ た、Lavee ら の 報

告と合わ せ て 考えると，夏季 せ ん 定 に よ っ て ，結果母枝

の 二 次肥大が 抑制され る た め，ア レ キ の 芽 が充実 し，花

穂 の 増加 に つ な が っ た もの と考え ら れ る．また
， 堀内ら

（1981）は休眠期 に おける芽 の 休眠は，基部節で 深 く先端

部 ほ ど浅 い た め，先端部 の 芽ほ ど加温後 の 発芽 が 容易で

ある と して い る．本実験で も，冬季に 1節で せ ん定す る よ

りも 5・’7節 で せん定す る方が発芽や初期生育が促進 さ れ

た．しか し，ア レキ の 平行整枝短梢せ ん 定 で 7節よ り高位

節で せ ん 定す る と，新梢が 重 な り合 い ，枝管理 が煩雑と

な る の で，5〜7 節で せ ん定す る の が 適当と判断し た．

　武井ら （1996）は，夏季 せ ん 定す る と，次作 の 生 育 に 促

進的効果 が あ る と して い る．そ の 理 由と して，二 度切 り

後結果母枝が再生され る 6〜8 月の 日照，温度 などの 気象

環境 が 結果母枝 の 充実に と っ て 良好で あ る こ と
，

二 度切

りに よ っ て 根 の 生長パ タ
ー

ン と TIR率が改善され る こ と，

休眠導入が斉
一

化され る こ とな ど を挙げ て い る，そ して

こ の よ う な条件に よ り，結果母枝が 栄養的に充実す る と

ともに ， 発芽時の貯蔵栄養物質分解が 促進さ れ，次作の

生育が改善 され る の で は な い か と示唆して い る，本実験

で は，冬季 の 長梢せ ん定を前提 と した 武井 らの 実験結果

と は や や異な り，夏季せ ん定の みで は新梢 の 生育促進効

果 は 比較的小 さか っ た，む しろ，冬季せ ん 定 時 に 結果母

枝を長 く切る こ とが生育促進に よ り有効に作用 して い る

と考えられ た ．

　以上 の こ とか ら，12月加温作型 ア レ キ に 長梢せ ん定を

導入す れ ば，そ れ だ け で 生育が改善さ れ る と も考え られ

る．しか しな が ら，本県の ア レ キ の 整枝 は，短梢せ ん 定

を前提 と した 平行 整枝 が 大部分 で あ る，こ の 樹形 で 結果

母枝を長 くせ ん定すると，樹形 の 維持は困難 と考え られ

る．しか し，本実験 で 試み た 夏季せ ん 定を導 入 すれ ば，平

行整枝 の ま ま毎年冬季 5・・7節せ ん定を繰 り返 して も樹形

を保 っ こ とが で き，生育促進 と果実生産力の増強 を図る

こ とが 可能 と考 え られ た．さ ら に，夏季せ ん 定 を 取 り入

れ る こ とに よ り，
12月加温作型 の 発芽と開花が 3〜4 日早

ま る こ とも明らか とな っ た，従 っ て，本栽培法で は，目

標満開日 を同
一

に設定 す る と す れ ば，慣行 の 短梢せ ん定

よ りも加温開始時期を 3〜4 日遅 くで き，燃料の 削減効果

も期待で き る．夏季せ ん定と そ の後の枝管理作業が若干

増加す る も の の ，新た な機械投資を必要 と しな い た め導

入 しや す い 実際的な技術で ある と考え られ る．

　本栽培法で は，収穫後夏季せ ん 定 し，新梢を再 生す る

こ と が 前提 で あ るの で ，慣行 の 枝管理法 に 比 べ て 多め の

夏季施肥が必要 と想像 され る．夏季施肥 に っ い て の 適 正

な 施肥水準や施肥時期 に つ い て今後の 検討が 必要で あ る．
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摘　　要

　夏季せ ん 定 と冬季 の 5−7節せ ん 定を組み 合 わ せ た枝管

理がブ ドウ
‘
マ ス カ ッ ト・オブ ・ア レキサ ン ドリア

’
の 12

月加温作型 に お け る 生育，果実収量 に 及 ぼ す効果 を検討

し た ．

　ユ．収穫後の夏季せ ん定の有無と新梢生育，果実品質 ・

収量 との 関係 を み る と，夏季せ ん 定区 は 発芽 が や や 早 く，

花穂数，収量 と もに多か っ た．しか し，新梢 の 伸長，開

花 の 早 晩，葉色お よ び 果実品質に は，夏季せ ん 定の効果

が 認 め られ な か っ た．

　2．養液栽培樹を用 い ，夏季せ ん定を前提と した場合の

冬季せ ん定節位が新梢生育，果実品質 ・収量に及ぼ す影

響を 5節 と 1節 で 比較 した．そ の 結果，発芽，開花 は 5節

せん定 で 明 らか に 早 く，新梢伸長が促進 され，葉色値 の

上昇 も早か っ た．また，新梢当たりの 花穂数 と収量 も多

か っ た ．し か し、果実品質は せ ん 定節位に よ り大き な差

は な か っ た．地植え の 成木を用い た実験で も，冬季に 5−7

節 で せん定す る 方が 1節せん定 に 比 べ ，生育が促進 され，

正 常な花穂数 と収量が増加 した，

　3，以上 の 結果，冬季の 5−・7節せ ん定と夏季せ ん定と を

組み合わ せ た枝管理法は 12月加温作型ア レ キ の 生育改善

と生産安定 に 有効 で あ るこ とが確認され た ．
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